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川崎重工の水素関連の取組み

東京グリーン水素ラウンドテーブル



2© Kawasaki Heavy Industries, Ltd. All Rights Reserved

川崎重工の水素関連の取組み

1.液化水素運搬船の開発

2.水素ガスタービン発電の実証

3.今後の課題
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CO2の排出を抑制しながらエネルギーを安定供給

資源国（豪州等） 利用国 （日本）

水素輸送・貯蔵 水素利用水素製造

コンバインド
サイクル発電所など

プロセス利用

半導体や太陽電池製造

石油精製・脱硫など

輸送用機器
水素ステーション

燃料電池自動車など

発電所

液化水素コンテナ

液化水素
貯蔵タンク

未利用資源（化石燃料）や
豊富な再生可能エネルギーから
低コストに水素製造

CCS
（CO2回収・貯留）

CO2フリー水素

安価な
再生可能エネルギー

液化水素運搬船液化・積荷

未利用
資源

JAXA

水素ガスタービン
水素ガスエンジン
燃料電池など

産業用機器

CO2フリー水素チェーンのコンセプト
1. 液化水素運搬船の開発
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提供：HySTRA

液化水素運搬船 ”すいそ ふろんてぃあ”

全長 116メートル 航海速力 13ノット(*)

全幅 19メートル 航続距離 11,300海里(*)

定員 25名 推進方式 電気推進 1ノット = 1海里/時=1.852km/時

1. 液化水素運搬船の開発

タンクカバー

マニホールド

ベントマスト

タンクドーム

液化水素タンク
(1,250m3)

貨物配管

(真空二重管)
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命名・進水式（2019/12/11）

液化水素運搬船
日豪初航海帰港（2022/2/25）

1. 液化水素運搬船の開発

パイロット船タンク: 1,250m3 大型商用船タンク: 40,000m3×４タンク

×128

9.商用船実証船並走動画CG（WEB配信用縮小版480p）.mp4
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２.水素ガスタービン発電の実証

水素ガスタービンコージェネレーション実証
（神戸ポートアイランド） 水素と天然ガスを燃料とする１ＭＷ級ガスタービン発電設備（水素CGS）を用い

て地域レベルでの「電気」「熱」「水素」エネルギーの効率的な利用を目指す新たなエ
ネルギーマネジメントシステム（統合型EMS）の技術開発・実証を行う

大林組、川崎重工、神戸市、関西電力、岩谷産業、Kenes、大阪大学
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２.水素ガスタービン発電の実証

双方向蒸気融通

電

神戸新交通

エネルギーの供給能力
電力 およそ 1,100kW
熱 およそ 2,800kW

水素CGS
エネルギーセンター

中央市民病院

ポートアイランド
処理場

ポートアイランド
スポーツセンター

国際展示場

ポートアイランド

実証地★

市街地で水素100%を燃料としたガスタービン熱電供給は世界初
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川崎重工業株式会社
http://www.khi.co.jp

ご清聴ありがとうございました

神戸All_170930.mp4

